
  

 
 
 
 
 
 
 

魅力ある学校づくりを目指した授業改善の取組 

校長 黒田 宏一 
 

 先日
せんじつ

、急
きゅう

に寒
さむ

くなったため慌
あわ

てて自宅
じ た く

で衣替
ころもが

えを行
おこな

いました。街
まち

を歩
ある

く人々
ひとびと

の服装
ふくそう

を見
み

ても半袖
はんそで

のシ

ャツで歩
ある

く人
ひと

がいる一方
いっぽう

で、ダウンジャケットを着
き

て自転車
じてんしゃ

をこぐ人
ひと

の 姿
すがた

など、このところの季節
き せ つ

の

急激
きゅうげき

な変化
へ ん か

を物語
ものがた

るような様子
よ う す

が感
かん

じられます。体調
たいちょう

を崩
くず

す人
ひと

も多
おお

いようで近所
きんじょ

の内科
な い か

・小児科
しょうにか

医院
い い ん

は

大変
たいへん

混雑
こんざつ

していました。インフルエンザの流行
りゅうこう

も例年
れいねん

になく早
はや

く、健康
けんこう

に十分
じゅうぶん

注意
ちゅうい

しなければならない

と気
き

を引
ひ

き締
し

めているところです。保護者
ほ ご し ゃ

、地域
ち い き

の皆様
みなさま

におかれましては御健勝
ごけんしょう

のことと拝察
はいさつ

申
もう

し上
あ

げま

す。 
  

さて本年度
ほんねんど

、本校
ほんこう

では東京都
とうきょうと

教育
きょういく

委員会
いいんかい

教 職 員
きょうしょくいん

研修
けんしゅう

センター教育
きょういく

開発課
かいはつか

が研究
けんきゅう

を進
すす

めている

『不登校
ふとうこう

児童
じ ど う

・生徒
せ い と

への支援
し え ん

に関
かん

する研究
けんきゅう

』の研究
けんきゅう

協 力 校
きょうりょくこう

として「不登校
ふとうこう

が生
しょう

じない魅力
みりょく

ある学校
がっこう

づくりを目指
め ざ

した授業
じゅぎょう

改善
かいぜん

」をテーマに１年生
ねんせい

の授業
じゅぎょう

を中心
ちゅうしん

に研究
けんきゅう

に取
と

り組
く

んでいます。 
 

「魅力
みりょく

ある学校
がっこう

づくり」のために 

①安心感
あんしんかん

のもてるコミュニケーション 

 ②心身
しんしん

が落
お

ち着
つ

く環境
かんきょう

設定
せってい

 

 ③多様
た よ う

な交友
こうゆう

関係
かんけい

を育
はぐく

む活動
かつどう

設定
せってい

 

 ④生徒
せ い と

主体
しゅたい

の学
まな

びを支
ささ

える学習
がくしゅう

 

 ⑤可能性
かのうせい

を広
ひろ

げる選択型
せんたくがた

授業
じゅぎょう

 

 ⑥心身
しんしん

の状 況
じょうきょう

に応
おう

じた学
まな

び 

の６項目
こうもく

を要素
よ う そ

とし、特
とく

に①から④を視点
し て ん

にした授業
じゅぎょう

改善
かいぜん

の取組
とりくみ

となっています。 
 

 本校
ほんこう

では、これまで数年
すうねん

にわたり「分
わ

かる授業
じゅぎょう

、楽
たの

しい授業
じゅぎょう

が行
おこな

われれば、生徒
せ い と

は自信
じ し ん

をもち、自己
じ こ

肯定感
こうていかん

が高
たか

まり、居場所
い ば し ょ

を確保
か く ほ

することができ学校
がっこう

風土
ふ う ど

が高
たか

まる。」「学校
がっこう

風土
ふ う ど

が高
たか

まれば良好
りょうこう

な学校
がっこう

環境
かんきょう

が構築
こうちく

され、不登校
ふとうこう

・いじめなどの課題
か だ い

を改善
かいぜん

・解決
かいけつ

することができる。」との仮説
か せ つ

のもと、研究
けんきゅう

を重
かさ

ねて参
まい

りました。今回
こんかい

の教 職 員
きょうしょくいん

研修
けんしゅう

センターにおける研究
けんきゅう

では、これまでの研究
けんきゅう

をさらに深
ふか

め

るためにまさに伴
ばん

走者
そうしゃ

として、また新
あら

たな改善
かいぜん

の視点
し て ん

をご教示
きょうじ

いただきながら支
ささ

えていただいておりま

す。 
  

先日
せんじつ

も、１年生
ねんせい

の地理
ち り

の授業
じゅぎょう

で「『Made in China』の商品
しょうひん

はよく見
み

るけど、『Made in Korea』の商品
しょうひん

はあまり見
み

ない。何
な

故
ぜ

か？」とのテーマで授業
じゅぎょう

が行
おこな

われていましたが、各自
か く じ

積極的
せっきょくてき

に意見
い け ん

をまとめ議論
ぎ ろ ん

していました。二中
にちゅう

で取
と

り組
く

んでいる「話
はな

し合
あ

いのルール」に「意見
い け ん

をよく聞
き

く。意見
い け ん

を否定
ひ て い

しない。

肯定的
こうていてき

に評
ひょう

価
か

する。」等
とう

の項目
こうもく

があり、このことが基盤
き ば ん

にあると思
おも

いますが、上記
じょうき

要素
よ う そ

①による「安心感
あんしんかん

のもてるコミュニケーション」の醸成
じょうせい

の視点
し て ん

が授業
じゅぎょう

改善
かいぜん

に生
い

きていることは間違
ま ち が

いありません。事実
じ じ つ

、

議論
ぎ ろ ん

があまりにも白熱
はくねつ

し意見
い け ん

交換
こうかん

の声
こえ

はどんどん大
おお

きくなり教師
きょうし

の指示
し じ

が通
とお

らないくらいでした。現在
げんざい

研究
けんきゅう

の中心
ちゅうしん

になっているのは、「教師
きょうし

のどのような言葉
こ と ば

かけが大切
たいせつ

か？」であり、効果的
こうかてき

な言葉
こ と ば

を分類
ぶんるい

・

分析
ぶんせき

しています。 
  

このような授業
じゅぎょう

改善
かいぜん

の課題
か だ い

は、学習
がくしゅう

内容
ないよう

のより確実
かくじつ

な定着
ていちゃく

とさらなる主体的
しゅたいてき

な学
まな

びへのアプローチ

です。「家庭
か て い

学習
がくしゅう

があまり定着
ていちゃく

していない。」との保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

からの声
こえ

も多
おお

く聞
き

いておりますので、生徒
せ い と

の「学
まな

びたい。知
し

りたい。もっと勉強
べんきょう

したい。」を高
たか

め、その定着
ていちゃく

や主体的
しゅたいてき

学習
がくしゅう

へつなげていきます。

そして「学
まな

ぶことが楽
たの

しい、魅力
みりょく

ある学校
がっこう

づくり」をさらに推進
すいしん

していきたいと考
かんが

えております。保護者
ほ ご し ゃ

・

地域
ち い き

の皆様
みなさま

におかれましては、本校
ほんこう

の取組
とりくみ

を御理解
ご り か い

いただき、一層
いっそう

の御協力
ごきょうりょく

をお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 
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○ ～Field Trip for Tokyo Global Gateway～１年校外学習（１０月２３日[木]） 

Tokyo Global Gatewayで、生徒６～８名につき、外国人英語講師（エージェント）が、入場時から施設を
出るときまで付き添い、「英語だけの世界」を過ごしました。グループごとに、外国を模した模擬空間（海外
旅行でのホテル・空港・ショッピング等）で日常会話にチャレンジする「アトラクションシーン」とさまざま
なテーマ（アニメーションムービー・多文化理解・木の秘密・音響効果等）について英語で学習する「アクテ
ィブイマージョンシーン」の２つの体験学習を行いました。生徒はこれまで学習してきた英語の力を試そうと
積極的に会話をしていました。世界中の多様な人との会話・関わりを通して、会話の幅が広がり、外国の文化
にも触れ視野が広がったことでしょう。 

○ 一歩外に出たら、百の学びと百の楽しみ～東京から江戸へタイムスリップ！～２年校外学習（１０月３１日[金]） 
翌年度の修学旅行を自由が多くて楽しいものにしたいという気持ちから、実行委員と先生方が一つの行動、

一つの持ち物に対して長い時間をかけて話し合い準備してきました。当日は、国立駅で班ごとに乗車、都内巡
りの班別行動を開始しました。予定通りどの班も都内巡りを終え、無事国立駅に戻ってきました。都内の文化
的・歴史的施設を訪れ、学校では体験できない先人の築いてきた文化や歴史にふれ、多くのことを楽しく学び、
修学旅行につながる行事となりました。  

○ １１月２０日は、「国立市子ども権利の日」 
１１月２０日は、国立市子ども基本条例で制定した「国立市子ども権利の日」です。 

この日にちなんで、１１月７日（金）全校朝礼で、人権教育担当の折戸教諭から話をし
ていただきました。以下は、その話の中から最後の部分を抜粋したものです。 
  
 
 

 
 
 

 
【表 彰】 
◇女子バレーボール部◇ 第１０ブロック中学校バレーボール新人大会 第５位 
◇剣 道 部◇   
国立剣道連盟秋季剣道大会 女子団体 Ａチーム 優勝  Ｂチーム 準優勝 

   女子個人 １年 準優勝  ２年 第３位  １年 第３位 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１１月の予定 
18㈫ 避難訓練 二中 STEP(15:45～17:30) 
20㈭ ＳＣ相談日  
21㈮ （１）東京 2025デフリンピック  
23㈯ 勤労感謝の日 

３年スピーキングテスト（ESAT-J） 
［都立国立高校 予備日１２月１４日（日）］ 

24㈪ 振替休日 
25㈫ 二中 STEP(15:45～17:30) 
26㈬ 二中 STEP(14:45～16:30)  ＳＣ相談日 
28㈮ ＳＣ相談日  
 

１２月の予定 
１㈪ Ⅲ期時間割始  

（全）三者面談始（１２月９日［火］まで）  
３㈬ ＳＣ相談日  
 

５㈮ ＳＣ相談日 
９㈫ （全）三者面談終  
10㈬ 二中 STEP(14:45～16:30) ＳＣ相談日  
12㈮ ＳＣ相談日 
14㈰ ３年スピーキングテスト予備日（ESAT-J） 
15㈪ 一斉委員会 ３年入試相談日（教員） 
16㈫ 二中 STEP(15:45～17:30) 
17㈬ 避難訓練 
18㈭ かがやき授業終 中央委員会 ＳＣ相談日 
19㈮ ＳＣ相談日 
23㈫ 二中 STEP(15:45～17:30) 
24㈫ 給食終 大掃除  
25㈬ 終業式 安全指導日  
26㈭ 冬季休業日始 
   （１月７日 冬季休業日終 ８日始業式） 

 

 

言葉は目に見えないけれど、人を元気にすることも、人を深く傷つけることも
できます。ちょっとした一言で、相手の１日を明るくすることもできるし、逆に
暗い気持ちにさせてしまうこともあるんです。どうせ言葉を使うなら、人を笑顔
にできるような言葉を使える人になってほしいなと思います。 
これからも「親しき中にも礼儀あり」を忘れずに、仲間を大切にしながら、優

しい言葉でつながっていけるようなクラス、学校にしていきましょう。 


